
9は口緑部で、内外面ともに回転ナデ調整を施す。口縁部は内湾気味に立ち上がり、端部は尖り気味

にしている。10は高杯で、内外面ともに回転ナデ調整を施す。3方向に切り込みの透かしが入ってい

る。11は杯身で、口縁部内外面ともに回転ナデ調整を施すが、底部外面は風化のため調整不明である。

口緑部は内湾気味に伸び外傾し、端部は尖り気味に仕上げている。一方、口縁部内側には小型のかえ

りを施す。かえり端部は尖らせている。12は杯で、内外面ともに回転ナデ調整を施す。底部は風化の

ため調整不明であるが、付け高台を施している。器壁は外方に直線的に立ち上がる。

3。その他◎出丑遺物

第70～73図は排水路掘削時に出土した遺物である。北側排水路及び東側排水路は、SD03を切って

いることから、SD03の撹乱遺物を多く含んでいる。

〈北側排水路出土遺物〉

第70図1～4は土師器である。1～3は賓で、1，2は口縁部内外面にナデ調整、体部内面にヘラ

ケズリ調整、体部外面にパケ目調整を施す。1は口縁部は外反しながら立ち上がり、端部を丸く仕上

げている。2は口縁部は外反しながら立ち上がった後内湾気味となり、端部は尖り気味に仕上げてい

／／／．！、‾ヽこ
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第70図　北側排水路出土遺物

る。3は口緑部内外面にナデ調整、体部内面にヘラケズリ調整を施す。口縁部は外反しながら立ち上

がり、端部を丸く仕上げている。4は土製支脚で、外面にヘラミガキ調整及び指頭庄痕を施す。底部

に繰込、側面に穿孔が施されている。5，6は須恵器である。5は杯蓋で、口綾部内外面ともに回転

ナデ調整を施す。口緑部は天井部から内湾気味に伸び、外面に稜を作った後内湾する。端部は尖り気

－68－
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第71図　東側排水路出土遺物1

－69－

10cm

L」＿」＿」＿」＿」＿＿＿＿＿＿　　」



味に仕上げている。6は杯身で、口縁部内外面ともに回転ナデ調整、底部外面に回転へラ切り調整後

ナデ調整を施す。目線部は外方に内湾気味に伸び外傾する。端部は尖り気味に仕上げている。一方、

口縁部内側にはかえりが施され、内傾後反り上がる。かえり端部は尖り気味にしている。

〈東側排水路出土遺物〉

第71図1～9は土師器である。1は竃脚部で、内面にへラケズリ調整、外面にパケ目調整を施す。

裾の広がりは外方に直線的に広がり、端部を両側に肥厚させて平坦面を作っている。底部平坦面に整

形台の痕跡が転写されている。2，3は高杯で風化が著しいものの、2は内外面ともにへラミガキ調

整を施しているものと推定される。脚部内面にはナデ調整を施す。器壁の立ち上がりは内湾気味であ

る。3は脚部外面及び裾部内面に指頭庄痕が残る。脚部の広がりは裾部で内湾気味となり、端部は丸

‾‾‾‾‾三三‾丁－‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾「‾‾‾

10cm
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第72図　東側排水路出土遺物2
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く仕上げている。4～9は嚢で、口縁部内外面にナデ調整を施し、体部内面にヘラケズリ調整を施す。

また4～7，9は体部外面にパケ目調整が施されている。8は風化のため体部外面の調整は不明であ

る。4，9は口縁部は外反気味に立ち上がり、端部を尖り気味に仕上げる。5は口緑部は外方に直線

的に立ち上がり、端部は丸く仕上げる。6は口綾部は外反しながら立ち上がり、端部は丸く仕上げる。

体部外面に煤が付着している。7は口緑部は外方に直線的に伸びるがやや括れている。端部は尖り気

味に仕上げている。8は口緑部は外反気味に立ち上がり、端部を丸く仕上げている。

第72図1～3は土師器嚢で、口緑部内外面にナデ調整、体部内面にへラケズリ調整を施す。また2，

3は体部外面にパケ目調整が施されている。1は口綾部は外反しながら立ち上がり、端部を尖らせて

いる。口緑部内外面に煤が付着する。2は口縁部は外反しながら立ち上がり、端部は丸く仕上げてい

る。外面に指頭庄痕が若干残る。3は外反気味に立ち上がり、端部は丸く仕上げている。4～6は須

恵器である。4，5は杯身で、目線部内外面ともに回転ナデ調整を施し、底部外面は回転へラ切り調

整を施した後、へラ状工具痕を残す。内面見込は回転ナデ調整後ナデ調整を施している。4は口唇部

でやや外傾し、5は器壁は内湾気味に立ち上がる。6は高台付杯で、

内外面ともに回転ナデ調整を施す。底部に高台を施している。7は

砥石で、3面以上を砥面として利用している。

〈南側排水路出土遺物〉

第73図1は土師器嚢で、口綾部内外面ともにナデ調整、体部内面

－　　　．－　　　　．－　　．－．－　．－　　　　．－．－　－．・．‘－．・．’－　　　　　　　　　．－　　　　’－　　・－　　　　　　　・－　　　　　　　・－．・．・．・．　　　　　　　　－
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にへラケズリ調整を施す。体部外面は風化が著しく詳細は不明であ　第73図　南側排水路出土遺物
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る。口縁部は外反しながら立ち上がり、端部を尖らせている。

〈撹乱土出土遺物〉

第74図は撹乱土の出土遣物で、その多くはSDO3上面が撹乱された時の遺物である。1～4は土師

器である。1，2は嚢で、口縁部内外面にナデ調整、体部内面にへラケズリ調整、体部外面にパケ目

調整を施す。1は口緑部は外反気味に立ち上がり、端部を丸く仕上げている。断面に粘土の接合痕が

残る。2は口縁部は外方に直線的に立ち上がり、端部を尖り気味に仕上げている。頚部に指頭庄痕が

残る。3は甑で、目線部内外面にナデ調整を施し、体部内面にへラケズリ調整、体部外面にパケ目調

整を施す。口縁部は外反気味に立ち上がり、端部に平坦面を作る。4は高杯の器部で、口綾部内外面

及び内面見込にナデ調整を施し、器部外面にパケ目調整を施す。口縁部は内湾しながら立ち上がり、

端部を丸く仕上げている。5は赤彩土器高杯で、器部内面にナデ調整、器部外面にパケ目調整及び指

頭庄痕を施す。一方、脚部は内面にヘラケズリ調整及び指頭庄痕、外面にパケ目調整及び指頭庄痕、

裾部内外面にナデ調整を施す。脚部の広がりは、裾部で外反し、端部は丸く仕上げている。6，7は

須恵器杯蓋で、内外面ともに回転ナデ調整を施し、天井部には回転へラケズリ調整を施す。立ち上が

りは、6は天井部から内湾しながら伸びた後やや内傾し、端部で尖り気味に仕上げる。7は天井部か

ら内湾しながら伸びた後やや外傾し、端部を尖らせている。

〈造成土出土遺物〉

第75図は造成土に含まれていた遣物である。1，2は弥生土器で、1は高杯である。内外面ともに

ナデ調整を施し外面に凹線を施す。口縁部は内傾し端部をやや肥厚させて平坦面を作っている。2は

断面円形の把手で、外面にヘラミガキ調整を施す。3～5は土師器で、3は甑の把手である。外面に

ヘラミガキ調整を施す。4，5は嚢で、口緑部内外面にナデ調整、体部内面にヘラケズリ調整を施す。
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体部外面は風化が著しく調整は不明である。口緑部は外反しながら立ち上がり、端部は丸く仕上げて

いる。6，7は須恵器である。6は嚢の口縁部で、口緑部内外面にナデ調整、体部内面に車輪文，体

部外面にタタキ状の痕跡を残す。口縁部は内傾し、端部に水平な平坦面を作っている。7は杯または

袋物の遣物と考えられ、内外面ともに回転ナデ調整を施し、底部に回転へラ切り調整の後ナデ調整を

施している。8，9は端反の青磁椀である。8は無文のもので、内外面ともに施和し貫人が入る。口

緑部は内湾気味に立ち上がった後外傾し、端部は丸く仕上げている。9は外面に施文するタイプで、

内外面ともに施和し、口綾部は内湾気味に立ち上がった後外反する。

〈暗渠排水出土遣物〉

第④層上面で暗渠を確認しているが、土地改良以

前の暗渠排水と考えられることから遣物のみ図示す

る。

第76図1は一見土師器に見えるほど焼成の悪い須

恵器杯である。内外面ともに回転ナデ調整、底部に

回転へラ切り調整または回転へラケズリ調整を施し

0　　　　　　　　　　　10cm
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第76図　暗渠排水出土遺物

ている。器壁は内湾気味に立ち上がる。2は土師質土器小皿で、内外面ともに回転ナデ調整を施し、

底部に静止糸切痕を残す。目線部は外反気味に立ち上がり、端部は尖らせている。器壁と底部の界線

は明確である。

〈排土中出土遺物〉

第77図は排土中遺物である。

1は嚢または甑で、目線部内外

面にナデ調整を施し、頸部下外

面にパケ目調整、内側にへラケ

ズリ調整を施す。目線部は外反

しながら立ち上がり、端部を尖

り気味に仕上げている。2，3

10cm
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第77図　排土中出土遺物

は須恵器である。2は旗の目線部で、内外面ともに回転ナデ調整を施す。口緑部は、外面に施された

1条の沈線から内湾気味に伸び、端部を尖り気味に仕上げている。3は杯身で、内外面ともに回転ナ

デ調整を施し、底部に回転へラ切り調整後ナデ調整を施す。日録部は外方に直線的に伸び、端部を尖

り気味に仕上げる。一方、口綾部内側には小型のかえ　　　．，．

りが施され、かえり端部は尖らせている。

〈その他の出土遺物〉

第78図はその他の出土遣物である。1は須恵器旗で

ある。体部の形状は肩が張るタイプで、外面は頚部か

ら体部中程に回転ナデ調整を施し、底部に回転へラケ

ズリ調整を施す。肩部下には波状文、穿孔が施されて

いる。2は備前焼措鉢である。内面はナデ調整後、6

－73－
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条以上の措目を施すが、外面は風化のため調整不明である。3は瀬戸焼で卸皿と推定される。目線部

外面から口唇部内面に灰粕が施され貫人が入る。他は露胎としている。日録部の立ち上がりは、外方

に直線的に立ち上がり、端部を両側に肥厚させて水平な平坦面としている。

租。ま盆地

古志遺跡は昭和47年の圃場整備の際に確認された遺跡である。この時に多量の布目瓦が確認されて

おり、軒丸瓦の時期から9世紀頃と考えられている。

今回の調査地は圃場整備が実施された区域の東隣に位置している。布目瓦の出土量は遺跡全体で20

片程度で、調査区内から礎石立ちの建物跡を検出していないことから、調査地から出土する布目瓦は、

西側隣接地からの流れ込みと考えられる。

しかしながら調査区からは、直径1m程度の柱穴を持つ大型の掘立柱建物跡など7世紀後半から9

世紀初の間の16棟の建物跡が確認されており、その平行関係から最大6群程度に分類することができ

る。このうちSBOl（8世紀前半、N～280～W）、SBO7（8世紀前半、N～320～W）、SBO8（8

世紀前半、N～270～W）の群は古志本郷遺跡のI期神門郡庁（8世紀前葉から中葉、N～320～W）

と建物の方向がほぼ平行関係にあり、神門郡家との関係も考える必要がある。建物跡のうちSBO4、

SBO7、SBO8、SB09は桂根各1本の14C年代測定を実施しており、概ね土器、平行関係、層位か

ら判断した時期と合致している。しかしSB08についてはやや古い値が出ており、この遺構の柱につ

いては転用の可能性も考えられる。また遺物としては、甑、土製支脚といった煮炊具が割合的に多く、

今後充分に検討していく必要がある。

古志遺跡は古代瓦が出土する遺跡として知られていたが、発掘調査が行われていなかったため不明

な点が多かった。発掘調査により貴重なデータが得られたことは、今後、出雲平野の遺跡を研究する

うえでの一助となるであろう。
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第4章　考察一遺構の主軸方位から見た古志遺跡と古志本郷遺跡の関連性について－

古志遺跡からは7世紀後半～9世紀初の16棟の建物跡、5条の柵列などが検出されている。これら

には径約1mを測る柱穴が含まれているほか、遺跡から円面硯が出土していることから、官街関連施

設を考える必要がある。北側にある古志本郷遺跡は『出雲国風土記』に記載される神門郡家に比定さ

れており、当遺跡との関連も推定される。両遺跡は9世紀中頃から14世紀の遺物が極めて少ないこと

など共通点が多く、本稿では古志本郷遺跡検出遺構との比較のもと、古志遺跡検出遺構を検討してみ

た。

1。古志本郷遺跡検出遺構について

古志本郷遺跡は以前より周知の遺跡で、昭和62年の第1次調査が実施されてから平成13年の第13

次調査まで発掘調査が実施された。平成10～11年度に実施された第9～10次調査では奈良時代の郡

家関連建物群が確認され、『出雲国風土記』に記載される神門郡家に比定されている。

建物跡は郡庁の中心建物を形成する巨大建物遺構を筆頭に、約20～30扉規模の遺構が多い。こ

れらの遺構の多くは遺物を伴わないため、遣物の年代は遺構の年代上限を示す資料として評価されて

おり、遺構同士の切り合い、配置の規則性や主軸方位から総合的に判断した結果、下記の点が指摘さ

れている。

①　建物の主軸方位はN～320－420～Wの角度を持つ群とN～00－70～Wの角度を持つ群の2群

に大別される。

②　①の2群は概ねI期遺構（8世紀前葉～後葉）、Ⅱ期遺構（8世紀後葉～9世紀前葉）にあた

る

③　N～500－890～Wをなす建物が皆無。

2。古志遺跡検出遺構について

古志遺跡は昭和47年の土地改良時に高塚久司氏が多量の古瓦を確認し、周知の遺跡となっている。

出土した軒丸瓦の時期から遺跡の時期は9世紀頃と考えられていた。今回の調査区は周知の遺跡範囲

外であった東側の部分であったが、北側の古志本郷遺跡（第3・4次）の調査結果から古志遺跡の一

部と推定された。

建物跡は中心建物と考えられるSBOlが40汀fを超えるほかはいずれも30扉を下回り、大半が20r迂以

下の面積を測る（表1，第79図）。規模的には明らかに下回っていると言えよう。遺構の時期につい

ては遺物を伴わない遺構も多いが、遺構面上層及び下層から遺物が出土しており、遺構同士の切り合

い、配置の規則性や主軸方位も参考に総合的に判断した。その結果、下記の点が指摘できる。

①　建物の主軸方位はN～270－420～Wの角度を持つ群（I群）とN～00－100～Wの角度を持つ

群（Ⅱ群）の2群のほか、N～150－160～Wの群（Ⅲ群）、N～210－220～Wの群（Ⅳ群）があ

り、前2群はそれぞれ2つの支群（I－a群及びI－b群、II－a及びII－b群）に分けられる

（表2）。
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②　群は時期的まとまりを示している可能性が高く、I－a群は古志本郷遺跡I期遺構と、Ⅱ－a

群は同遺跡Ⅱ期遺構に対応する可能性がある。

③　建物跡の一部は桂根の14C年代測定を実施している。測定の結果、概ね合致する成果を得たが、

推定時期よりもやや古い値を示した遺構もあり（SBO8）、転用材の可能性も考える必要がある。

④　N～360－890～Wをなす建物跡が皆無。

3。両遺跡の関連について

古志本郷遺跡I期遺構の主軸方向（N～32－420～W、領域A）は、旧山陰道の影響を受けている

可能性が指摘されている。旧山陰道の位置については議論もあるが、現在の多伎江南出雲線（N～350

～W）付近に比定されると考えられている。これを基準とすると、古志本郷遺跡I期遺構との誤差は

最大±70程度が考えられ（領域A～A′）、その領域はほぼI－a群とI－b群を併せた領域となる。

I－b群は8世紀前半の結果を得ているので、両支群は古志本郷遺跡I期遺構と並存していた可能性

が高い。次に古志本郷遺跡Ⅱ期遺構の主軸方向（N～0－70～W、領域B）にI群と同程度の誤差

を投影すると（中心軸N～3030′～Wから±70、領域B～B′）、Ⅱ－a群とⅡ－b群は包括される。

但し両支群には切り合い関係が存在するため、若干の時期差が存在する。Ⅲ群及びⅣ群については、

古志本郷遺跡ではあまり見られない主軸方向を呈するが、検出棟数から小群の可能性が高い（第80図）。

以上のことから、領域A～A′、領域B～B′はそれぞれ旧山陰道の影響を受けていた方位軸群と、

旧山陰道の制約が少なくなり正方位を意識していた古志本郷遺跡Ⅱ期遺構に準ずる方位軸群を示し、

古志遺跡の2大群であるI群及びⅡ群についてもそれぞれに包括される。松尾充晶氏が古志本郷遺跡

の調査で指摘しているように、古志地区周辺では①旧山陰道の制約を受けた主軸方向→②正方位を意

識した主軸方向といった規則性の上にグラウンドデザインされていたのであろう。

従って、両遺跡は主軸方位の上でもかなりの類似性が見られ、N～500－890～Wの建物跡が全く検

出されないことでも共通している。同じ規則性の下で営まれた両遺跡は、距離的にも密接に関連した

可能性が指摘できよう。建物規模から言えば明らかに古志本郷遺跡が上位に位置付けられ、古志遺跡

には附属施設的役割を考える必要がある。出土遣物では移動式竃、土製支脚、甑といった煮炊具が多

く出土しており、厨屋的な施設なども考える必要があろう。しかしながら当遺跡は、古志本郷遺跡北

側に所在する郡庁比定地から約900mの距離があり、厨屋としては遠過ぎるとの問題も指摘されてい

る。郡家の役人の居住域であった可能性も考えられる。古志遺跡の範囲は調査区外へさらに広がるこ

とが推定されることから、今後の資料の増加を待って改めて検討することとしたい。
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掘立柱建物面積

群 遺 構 名 桁 行 梁 間 面 積

Ⅱ － a 群
S B 1 4 7．1 3 ．6 2 5．6

S B 1 6 4 ．7 3 ．8 17．9

Ⅱ － b 群
S B O 3 1．7 1．6 2 ．7

S B l l 6 ．2 3．2 19 ．8

Ⅲ群

S B O 4 5．8 4．1 23 ．8

S B O 5 3 ．9 1．6 6 ．2

S B O 9 3 ．9 2．1 8 ．2

S B 1 2 4 ．3 3．9 16 ．8

Ⅳ群
S B O 6 3 ．6 3．3 1 1．9

S B l O 3 ．3 2．0 6 ．6

I － b 群
S B O 8 5 ．0 1．9 9 ．5

S B O l 9 ．6 4 ．4 4 2．2

I － a 群

S B O 7 4 ．8 4 ．3 20．6

S B 1 3 2．2 1．7 3．7

S B O 2 1．9 1．9 3．6

S B 1 5 2．6 2 ．2 5．7

表1掘立柱建物平面プラン

群 遺構名
遺構主軸方向

（N ～Ⅹ0、W ）
遺構の時期

14 C

分析結果

資料

番号

Ⅱ－ a 群

Ⅱ期郡家 0 8C級薬～g c前葉 1

S B 1 4 5 7 C級～9 C初 2

S A O 3 7 7 C後～9 C初 3

Ⅱ期郡家 7 8C級薫～g c前葉 4

S B 1 6 8 7 C後、9 C初 5

Ⅱ－ b 群

S B O 3 10 8 C ～ 9 C 初 6

S B l l 10 8 C 、 9 C 初 7

S A O 2 10 8 C ～ 9 C 初 8

S A O 4 10 8 C ～ 9 C 初 9

Ⅲ群

S B O 4 15 7 C後～9 C初 7 C 後 10

S B O 5 16 7 C後～9 C初 11

S B O 9 16 7 C後～9 C初 7 C後or8 C 中 12

S B 1 2 16 7 C後～9 C 初 13

Ⅳ群

S A O l 2 1 7 C 後～9 C 初 14

S B O 6 22 7 C 後～9 C 初 15

S B l O 22 7 C後～9 C 初 16

I － b 群

S B O 8 27 8 C 前 7 C 後 17

S B O l 28 8 C 前 18

S A O 5 30 8 C 前 19

I － a 群

I 期郡家 32 8 C前葉、後葉 20

S B O 7 32 8 C ～ 9 C 初 7 C 後or8 C 中 2 1

S B 1 3 32 8 C ～ 9 C 初 22

S B 1 5 32 8 C ～ 9 C 初 23

S B O 2 35 8 C ～ 9 C 初 24

推定山陰道 35 25

I 期郡家 42 8 C前葉～後葉 26

0　　　　　　梁問（m）　　5

第79図　掘立柱建物平面プラン分布図

遺構主軸方向（N～×0～W）

※柵列については垂直方向に補正

表2　遺構主軸方向
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第5章　古志遺跡発掘調査に係る画然科学分析

渡辺正巳（文化財調査コンサルタント株式会社）

はじめに

古志遺跡は島根県中央部、出雲市古志町地内に位置し、神戸川の成す扇状地上に立地する遺跡であ

る。

本報は、遺跡近辺の植生復元および遺構の時期確定を目的として、出雲市（出雲市文化財室）が文化

財調査コンサルタント株式会社に委託して実施した、花粉分析およびAMS年代測定報告書の概報で

ある。

分析試料について

図1に、花粉分析用試料およびAMS年代測定用試料の採取地点を示す（図1に「SB00－0」と

した4地点が、AMS年代測定用試料とした桂根を採取した柱穴の位置である。）。また、花粉分析用

試料採取地点の堆積相および試料採取層準を図2の花粉ダイアグラム中、左側の柱状図に示す。

分析方法および分析結果

（1）花粉分析

処理は渡辺（1995）に従って行った。プレパラートの観察・同定は、光学顕微鏡により通常400

倍で、必要に応じ600倍あるいは1000倍を用いて行った。花粉分析では原則的に木本花粉総数が

200個体以上になるまで同定を行い、同時に検出される草本・胞子化石の同定も行った。また、

イネ科花粉を中村（1974）に従い、イネを含む可能性の高い大型のイネ科（40ミクロン以上）と、イ

ネを含む可能性の低い小型のイネ科（40ミクロン未満）に細分している。

分析結果を図2の花粉ダイアグラムに示す。花粉ダイアグラムでは木本花粉総数を基数として

各分類群毎に百分率を算出し、木本花粉を黒塗りスペクトルで、草本花粉を白抜きスペクトルで

示した。また右端の花粉総合ダイアグラムでは木本花粉を針葉樹花粉、広葉樹花粉に細分し、こ

れらに草本花粉、胞子の総数を加えたものを基数として、それぞれの分類群毎に累積百分率とし

て示した。

（2）14C年代測定

AMS法を用いた。測定結果を表1に示す。今回得られたAMS年代測定値はすべて、7世紀

後半の暦年代較正値を示し、発掘調査の成果と一致する。

詳細に検討すると、7世紀後半を示す一群（SBO4－8、SBO8－5）と、7世紀後半あるいは8世

紀中頃を示す一群（SBO7－5、SBO9－4）に別れ、2時期の建物群に分かれる可能性も指摘できる。

花粉分帯

花粉分析の結果を基に局地花粉帯を設定した。以下に各花粉帯の特徴を示す。また、本文中では花
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粉組成の変遷を明らかにするために、下位から上位に向けて記載し、試料Noも下位から上位に向かっ

て記した。

（1）Ⅲ帯（試料No4）

マツ属（複維管束亜属）、アカガシ亜属、コナラ亜属が高率を示し、スギ属、クマシデ属－ア

サダ属を伴う。

（2）I帯（試料No3～1）

マツ属（複維管束亜属）が卓越する。スギ属、アカガシ亜属、コナラ亜属を伴う下位（試料No

3、2）のb亜帯と、スギ属、コナラ亜属を伴う上位（試料Nol）のa亜帯に細分できる。

近隣の花粉分析結果との比較

古志遺跡近辺の下古志遺跡では、従来より花粉分析が実施・報告されている（渡辺，2001）。渡辺

（2001）は18地点で花粉分析を実施し、I～Ⅲ帯の局地花粉管を設定した。ここでは、Ⅱ帯を除きマ

ツ属（複維管束亜属）が卓越し、スギ属も比較的高率で出現している。今回分析対象とした試料の堆

積時期は古代、中世、近世以降であり、渡辺（2001）の時期にほぼ重なる。

Ⅲ帯（今回設定の局地花粉管を以下同様に表記する）ではアカガシ亜属、コナラ亜属、マツ属（複

維管束亜属）が特徴的に検出されることから、W－Ⅱ帯（渡辺（2001）で設定された局地花粉管を以

下同様に表記する）に相当する可能性がある。

I帯がW－I帯に相当すると考えられる。亜帯レベルで考えた場合、I帯b亜帯からa亜帯への、

マツ属（複維管束亜属）、スギ属の増加、アカガシ属の減少の傾向はW－I帯b亜帯内（B区SD49地

点）で認められる。また、W－I帯a亜帯で認められるアブラナ科花粉の高率出現は、ナタネ栽培に

由来すると考えられ、現地性が強いことから、W－I帯a亜帯が、b亜帯に含まれる可能性もある。

今回設定した局地花粉帯と古志遺跡で設定した局地花粉帯との対応関係は、表2のようにまとめら

れる。

古環境変遷

（1）Ⅱ帯期（7世紀頃）

1）周辺地域の植生

渡辺（2001）はW－Ⅲ帯の花粉組成から推定される植生を、「遺跡の南から東に広がる中国山

地縁辺の丘陵にアカマツを要素とする二次林が分布していた。」あるいは、「クロマツ海岸林が

広く分布していた。」としている。ただし、明記してないものの、双方同時に存在した可能性

を否定したわけではない。一方W－Ⅲ帯からW－Ⅱ帯への移行は、下古志遺跡のT2試掘調査

（文化財調査コンサルタント株式会社，2001）で認められており、その原因を「アカマツ林の

照葉樹林への遷移、および砂州の発達に伴うクロマツ海岸林の西進と肥沃化に伴う照葉樹林へ

の遷移により、出雲平野南側の丘陵、西側の浜山砂丘に照葉樹林が広がった。」と考えている。

したがって、この時期には出雲平野南側の丘陵、西側の浜山砂丘に照葉樹林が広がったと考

えられる。
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2）調査地近辺の植生

イネ科（40ミクロン以上）花粉の出現率が高いものの、他の草本花粉の出現率も同程度、あるい

はそれ以上に高い出現率を示す。「雑草」の量が多いことと、イネ科（40ミクロン以上）花粉が必

ずしもイネを示すものでないことから、直ちに調査地点近辺での稲作を推定するには難がある。

しかし、試料採取層準が水平堆積をし、広い範囲で分布することから、試料採取層準が耕作土

層であった可能性が指摘できる。

（2）I帯期（古代～近世以降）

1）周辺地城の植生

マツ属（複維管束亜属）が卓越し増加傾向を示すことから、アカマツ林（いわゆる「里山」、

「薪炭林」）が周辺地域で分布を広げていったと考えられる。草本花粉の割合が高く、遺跡近辺

に森林が迫っていたとは考えにくいことから、アカマツ林は遺跡南～東に広がる丘陵から中国

山地縁辺部にかけて分布していたと考えられる。また、「園の松原」や浜山丘陵にはクロマツ

海岸林、島根半島にはアカマツ林が分布していた可能性が高い。

出雲平野内の多くの地点では、スギ属が鎌倉時代頃まで高い出現率を示す傾向にあるが、今

回の古志遺跡あるいは既知の下古志遺跡の結果ではこの傾向がほとんど認められず、遺跡近辺

にスギの分布が少なかったことが分かる。

2）遺跡近辺の植生

イネ科（40ミクロン以上）花粉の出現率が高く、遺跡内には水田が広がっていたと考えられる。

また、上部の2試料でソバ属花粉が出現し、裏作、あるいは畦などを用いてソバ栽培が行われ

ていたことが判る。

まとめ

AMS年代測定結果から、建物群が7世紀後半のものであることが明らかになった。ただし、7世

紀後半と8世紀中頃の2時期の建物群であった可能性もある。

花粉分析を実施した結果、以下のことが明らかになった。

（1）花粉分析結果から、本地域の花粉化石群集をI、Ⅱ帯の2花粉帯に分帯し、I帯をさらにa、b

亜帯に細分した。

（2）古代から近世頃の遺跡周辺の古植生変遷を推定した。

（3）調査地点近辺では7世紀頃には稲作が行われていた可能性が高い。

引用文献
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渡辺正巳（1995）
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花粉分析法．考古資料分析法，84，85．ニュー・サイエンス社

下古志遺跡発掘調査に伴う花粉分析等調査．一般県道多伎江南出雲線改良工事に
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－80－



区‖　遺構配置および試料採取地点
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表1．AMS年代測定結果

試料No
測定年代 ∂13C 補正14C 暦年代＊1 測定番号

（yB P） （％0） （yB P） （Cal y．） （PL D －）

S B O4 18 1390 ±40 124．3 140 5±4 0 A D 560－690 260 1

S B O 7－5 1385 ±40 －2 7．1 135 0±4 0
A D 635－730

2602
A D 735－775

S B O8－5 1460 ±40 －2 7．3 142 5±4 0 A D 555－670 2603

S B O 9－4 14 10 ±40 －28．9 134 5±4 0
A D 635－730

2604
A D 735－775

＊1：2α

表2．古志遺跡と下古志遺跡での告局地花粉帯の関係

下古志遺跡 古志遺跡
花粉組成の特徴

（渡辺，2001） 今回の結果

花粉帯 堆積時期 花粉管 堆積時期 花粉帯 亜帯

I

a 現代 りiplo．

＞C rypto．

C ruci．

G ra（＞40）

b

近世以降

I

a 近世以降

G ra（＞40）
中世

／、、＿ノ
奈良平安

b

15 ・16C

／、ヽ－／

9 C

Ⅲ
奈良平安 Ⅱ 7 C C yclo．＞りiplo．，

Crypto．，Q Ⅵer．古墳初頭

／　、　－／
弥生末

a
Ⅲ

b

n iplo．

＞Crypto．

G rass

Diplo．：マツ属（複維管束亜属）、Crypto．：スギ属、Cyclo．：アカガシ亜属、Quer．：コナラ亜属

Cmci．：アブラナ科、Gra（＞40）：イネ科（40ミクロン以上）、Grass：草本花粉
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出土遺物観察表《土器類≫
挿 図 番 号 写 真 出 土 地 点 種 別 器 種 口径 底 径 器 高 手 法 の 特 徴 備 考

10－1 図 版 19
S D O 2 弥 生 土 器 薙

瓦
内 ：ナ デ

外 ：ナ デ

口 緑 部 に 2 条 の 擬 凹 線

－2 ／／
S D O 2 須 恵 器 杯 身 内 ：回 転 ナ デ

外 ：回 転 ナ デ

－3 ！！
S D O 2 須 恵 器 士不

（9．4 ）
内 ：回 転 ナ デ

外 ：回 転 ナ デ

底 部 付 高 台

－4 ／！
S D O 2 須 恵 器 施 内 ：回 転 ナ デ

外 ：回 転 ナ デ

外 面 に刺 突 文 、 穿 孔 、 2 条

の 沈 線

－5 ！／
S D O 2 須 恵 器 高 塀

（8 ．5 ）
内 ：回 転 ナ デ

外 ：回 転 ナ デ

－6 ！！
S D O 2 陶 器 魂

（13 ．1）
内 ：施 軸

外 ：施 柚

－7 ！！
S D O 2 肥 前 系 磁 器 碗

（4 ，1）
内 ：施 軸

外 ：施 和 、 露 胎

高 台 外 側 周 辺 に染 付

内 面 見 込 に蛇 ノ 目柚 ハ ギ

11－1 ／／
S D O l 須 恵 器 士不身

（12 ．0 ）
内 ：回 転 ナ デ

外 ．：回 転 ナ デ

－2 ！！
S D O l 須 恵 器 瓶 内 ：回 転 ナ デ

外 ：回 転 ナ デ 、 回 転 へ ラ 、 ナ デ

休 部 中 程 で 把 手 が 珠 文 状 に

形 骸 化

12－1 ！！
S D O 6 土 師 器 薙

瓦
内 ：ナ デ 、 ヘ ラ ケ ズ リ

外 ：ナ デ

－2 ！！
S D O 6 土 師 器 薙

瓦
内 ：ナ デ 、 ヘ ラ ケ ズ リ

外 ：ナ デ

－3 ！／
S D O 6 土 師 器 高 塀 内 ：不 明

外 ：不 明

器 底 部 に円 盤 充 填

－5 ／！
S D O 6 須 恵 器 士不身

（13 月）
内 ：回 転 ナ デ

外 ：回 転 ナ デ 、 回 転 へ ラ

－6 ！／

S D O 6 須 恵 器 高 塀

17 ．4 （11 ．6 ） 12 ．7

内 ：回 転 ナ デ

外 ：回 転 ナ デ

脚 部 に 2 条 の 沈 線 及 び 1 条

の 沈 線 、 2 段 2 方 向 の透 か

し （上 段 線 状 、下 段 台 形 ）

14 －1 ！！
S D O 3 弥 生 土 器 士里 6．0

内 ：不 明

外 ：不 明

－2 ！／
S D O 3 土 師 器 多窪

：瓦
内 ：ナ デ 、 ヘ ラ ケ ズ リ

外 ：ナ デ

－3 ！！
S D O 3 土 師 器 薙

瓦
内 ：ナ デ 、 ヘ ラ ケ ズ リ

外 ：ナ デ

－4 ！！
S D O 3 土 師 器 薙

瓦
内 ：ナ デ 、 ヘ ラ ケ ズ リ

外 ：ナ デ 、 パ ケ 目

－5 ／！
S D O 3 土 師 器 薙

コ≡己 18 ．4
内 ：ナ デ 、 ヘ ラ ケ ズ リ

外 ：ナ デ 、 パ ケ 目

－6 ／／
S D O 3 土 師 器 薙

瓦 （1 8．0）
内 ：ナ デ 、 へ ラ ケ ズ リ

外 ：ナ デ 、 パ ケ 目

－7 ！／
S D O 3 土 師 器 薙

瓦 （22 月）
内 ：ヘ ラ ケ ズ リ

外 ：ナ デ

口緑 部 内面 に パ ケ 目 ？

－8 図 版 2 0
S D O 3 土 師 器 薙

瓦 20 ．2
内 ：ナ デ 、 ヘ ラ ケ ズ リ

外 ：ナ デ 、 パ ケ 目

－9 ！！
S D O 3 土 師 器 蔀匿

瓦 21 ．8 （2 5．3）
内 ：ナ デ 、 ヘ ラ ケ ズ リ

外 ：ナ デ 、 パ ケ 目

－10 ！！
S D O 3 土 師 器 薙瓦 23 ．8 28 ．8

内 ：ナ デ 、 ヘ ラ ケ ズ リ

外 ：ナ デ 、 ハ ケ 目

頸 部 に粘 土 の接 合 痕

－1 1 ！！
S D O 3 土 師 器 薙

瓦 26 ．5
内 ：ナ デ 、 ヘ ラ ケ ズ リ

外 ：ナ デ 、 パ ケ 目

15 －1 ／！
S D O 3 土 師 器 薙

：瓦 24 ．6
内 ：ナ デ 、 ヘ ラ ケ ズ リ

外 ：ナ デ 、 パ ケ 目

－2 ／／
S D O 3 土 師 器 羅

瓦 （2 2．6）
内 ：ナ デ 、ヘ ラケ ズ リ

外 ：ナ デ 、パ ケ 目

－3 ／！
S D O 3 土 師器 薙

瓦 24 ．5
内 ：ナ デ 、ヘ ラ ケ ズ リ

外 ：ナ デ 、パ ケ 目

－4 図版 2 1
S D O 3 土 師器 薙

瓦 19 ．5 24 ．3
内 ：ナ デ 、ヘ ラ ケ ズ リ

外 ：ナ デ 、パ ケ 目

口 緑部 外 面 及 び 休 部 外 面 に

多 量 の 煤 付 着

－5 図版 2 0
S D O 3 土 師器 羅

瓦 （2 7 ．4 ）
内 ：ナ デ

外 ：ナ デ

甑 の 可 能 性 も あ り

－6 ／／
S D O 3 土 師 器 薙

瓦 （2 5 ．6 ）
内 ：ナ デ 、ヘ ラ ケ ズ リ

外 ：ナ デ 、 パ ケ 目

頸 部外 面 及 び 肩 部 外 面 の 問

に 界 線

－7 図版 2 1
S D O 3 赤 彩 土 器 羅

瓦 16 ．7
内 ：ナ デ 、ヘ ラ ケ ズ リ

外 ：ナ デ 、 パ ケ 目

口 緑 部 内 外 面 及 び 休 部 外 面

に 赤 彩

－8 ／！
S D O 3 土 師 器 薙コ云； 29 ．6

内 ：ナ デ 、 ヘ ラ ケ ズ リ

外 ：ナ デ 、 ハ ヶ 月

口 緑 部 外 面 の ナ デ 調 整 が 粗

い

－9 ！！
S D O 3 土 師 器 薙

瓦 23 ．5 2 0．3
内 ：ナ デ 、ヘ ラ ケ ズ リ

外 ：ナ デ 、パ ケ 目

－10 ！！
S D O 3 土 師 器 羅

瓦 26 ．1 3 2．7
内 ：ナ デ 、ヘ ラ ケ ズ リ

外 ：ナ デ 、 パ ケ 目

－11 ／！
S D O 3 土 師 器 薙

瓦 （2 1 月）
内 ：ナ デ 、ヘ ラ ケ ズ リ

外 ：ナ デ 、 パ ケ 目

－12 ！／
S D O 3 土 師 器 薙

瓦 17 ．9 1 5．2
内 ：ナ デ 、 ヘ ラ ケ ズ リ

外 ：ナ デ 、 パ ケ 目
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15－13 図版22
S D O 3 土師器 薙

瓦 26．7
内 ：ナデ、ヘラケズ リ

外 ：ナデ、パケ 目

口緑部外面及び体部外面 に

煤付着

－14 図版21
S D O 3 土師器 薙

二瓦 （32．4）
内 ：ナデ、ヘラケズ リ

外 ：ナデ

－15 図版 22
S D O 3 土師器 夢径

瓦 （31．6）
内 ：ナデ、ヘラケズ リ

外 ：ナデ、パケ目

－16 ！／
S D O 3 土師器 甑

28．6
内 ：ナデ、ヘラケズ リ

外 ：ナデ、パケ目

－17 ！！
S D O 3 土師器 薙

二五 12．8
内 ：ナデ、ヘラケズ リ

外 ：ナデ

16－1 ！！
S D O 3 土師器

更司邑

内 ：ナデ、ヘラケズ リ、ヘラミガキ、指

頭圧痕

外 ：ナデ、ヘラミガキ、指頭圧痕

－2 ！！
S D O 3 土師器

！≡邑日昌
内 ：ナデ、ヘラケズ リ、指頭圧痕

外 ：ナデ、指頭 圧痕、パケ目

－3 ！！
S D O 3 土師器

空耳邑
内 ：ナデ、ヘラケズ リ、指頭 圧痕

外 ：ナデ、指頭圧 痕

－4 図版23
S D O 3 土 師器

空司邑
内 ：．ヘ ラケズ リ

外 ：ナデ

外面に庇の貼付痕

－5 ／／
S D O 3 土師器

空司邑
内 ：ヘ ラケズ リ

外 ：ナデ

底部平坦面に成形台の痕跡

－6 図版22
S D O 3 土師器

盛竺司邑

内 ：ヘ ラケズ リ

外 ：ナデ

底部平坦面に成形台の痕跡

－7 図版23
S D O 3 土師器

空司邑 （30月）
内 ：ナデ、ヘラケズ リ、パケ日

夕†：ナデ

－8 ！！
S D O 3 土 師器

史日昌
内 ：ナデ、ヘ ラケズ リ、パケ目

外 ：ナデ

－9 ！／
S D O 3 土 師器 杯

15．2 5．5
内 ：ナデ、指頭圧痕

外 ：ナ デ、指頭圧痕 、パ ケ目

－10 ！！
S D O 3 土師器 高 士不

14．0
内 ：ナデ 、ヘ ラケズリ

外 ：ナ デ

－11 ／！
S D O 3 土師器 高士不

12．0
内 ：ナデ

外 ：ナデ

裾部外面 に 1条 の稜

17－1 ！／
S D O 3 土師器 甑

（14．6）
内 ：パケ 目、ヘラケズ リ

外 ：パケ 目

裾部外面赤焼

－2 ！／
S D O 3 土師器 甑

29．5 1 1．0 2 5．0
内 ：ナデ、ヘラケズ リ

外 ：ナデ、パケ 目

裾部 2 方 向に穿孔

－3 ！／
S D O 3 土師器 甑

12．4
内 ：ナデ、ヘラケズ リ

外 ：ナデ、パケ 目

裾部 2 方向 に穿孔

－4 ！／
S D O 3 土師器 甑

（31月） （14．0） 26．1
内 ：ナデ、ヘラケズ リ、指頭圧痕

外 ：ナデ、パケ 目、指頭圧痕

裾部 に穿孔

－5 図版24
S D O 3 土師器 薙

瓦 31．6 2 3．0
内 ：ナデ、へラケズ リ

外 ：ナデ、パケ 目、指頭圧痕

－8 ／／
S D O 3 土師器 士不

13．1 4．0
内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ、回転へラ

－9 ／／
S D O 3 土師器 士不

16．6 5．0
内 ：回転ナデ、ナデ

外 ：回転ナデ、パケ 目、指頭圧痕

－10 ／／
S D O 3 赤彩土器 杯

18．0 7．7
内 ：ナデ

外 ：ナデ、パケ 目、指頭圧痕

内面 に暗文

内外画 に赤彩

－11 ／／
S D O 3 赤彩土器 高塀

（16．2）
内 ：ナデ、ヘラミガキ、ヘラケズ リ

外 ：ヘラミガキ、指頭圧痕、パケ 目

器部内面見込中央凹む

内外面 に赤彩

－12 ！！
S D O 3 赤彩土器 高士不

（15．1） （9．7） 10．9
内 ：ナデ、ヘラケズ リ

外 ：ナデ、指頭圧痕

内外面 に赤彩

－13 ／／
S D O 3 赤彩土器 高士不

16．4
内 ：ナデ

外 ：ナデ、パケ目、指頭圧痕

内外面 に赤彩

－14 ！！
S D O 3 赤彩土器 高士不

15．8 10．7 12．3
内 ：ナデ、ヘラケズ リ

夕†：ナデ、パケ目、指頭圧痕

内外面 に赤彩

－15 ！／
S D O 3

赤彩土器 高塀

16．0 12．1 12．0

内 ：ナデ

外 ：ナデ

脚部外面にパケ 目？及び 1

条の沈線

内外面に赤彩

－16 図版23
S D O 3 赤彩 土器 高塀

（16．9）
内 ：ナデ

外 ：ナデ、パケ目、指頭圧 痕

内外面に赤彩

－17 図版24
S D O 3 赤彩土 器 高塀 内 ：ナ デ、ヘ ラケズリ

外 ：ナ デ、指頭圧痕

裾 部外面に 1 条の沈線

器 部外面 ・脚部外面に赤彩

－18 ／／

S D O 3 赤彩土器 高塀 内 ：ナ デ、ヘ ラケズリ

外 ：ナ デ、ヘ ラミガキ、指頭圧痕

器部内外面及び脚部外面に赤彩

器部内面見込へラミガキの可能

性あり

－19 ／／
S D O 3 須恵器 施0「

高塀
（12．3）

内 ：回転ナ デ、ナ デ

外 ：回転ナ デ

外面 にヘラ状工具痕

－20 ／！
S D O 3 須恵器 施 内 ：回転ナ デ

外 ：回転 ナデ

頸 部上に波状文及び 1 条の

沈線

－21 ！！
S D O 3 須恵器 杯蓋

（11．7） （4．1）
内 ：回転ナ デ

外 ：回転ナ デ、回転へ ラ

端 部内側に 1 条の沈線

肩 部外面に 1 条の稜

－22 ！！
S D O 3 須恵器 士不身

12．2 4．0
内 ：回転 ナデ、ナデ

外 ：回転 ナデ、回転 へラ切 り

－23 ！！
S D O 3 須恵器 杯身

12．2 4．4
内 ：回転ナ デ、ナデ

外 ：回転ナ デ、回転へ ラ切 り
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17－24 図版24
S D O 3 須恵器 坪身

（11月） （3．4）
内 ：回転ナデ

夕†：回転ナデ

－25 ／／
S D O 3 須恵器 高塀

（15．0） （10．7） 10．7
内 ：回転ナデ、ナデ

外 ：回転ナデ

器部外面 に 1 条の沈線

脚部 2 方 向に三角透 か し

－26 ！／
S D O 3 須恵器 高塀

（9．6）
内 ：回転ナデ、ナデ

外 ：回転ナデ

脚部 2 方 向に線状透 か し

－27 ！！
S D O 3 須恵器 高塀 内 ：回転ナデ、ナ デ

夕も：回転ナ デ

脚部 3 方 向に透か し

－28 ！！
S D O 3 須恵器 高 塀

（10．0）
内 ：回転ナ デ、ナ デ

外 ：回転ナ デ

脚部 2 方向に台形透か し

－29 ／／
S D O 3

須 恵器 高塀

（14．4） 10．2 （8．4）

内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ

瓦質土器の可能性あ り

裾部外面に飛紐状工具痕

裾部内面に製作者の指紋

18－1 図版 25
大 溝 0 1 土師器 蛮0「

甑

内 ：ナデ

外 ：ナデ

－2 ／！
大溝 0 1 土師器 空0「

甑

内 ：ナデ、ヘラケズ リ

外 ：ナデ、パケ目

－3 ！！
大溝 0 1 土師器 空司邑 内 ：調整不 明

夕†：調整不 明

－5 ／／
大溝 0 1 赤彩土器 高塀

（12．0）
内 ：ナデ

外 ：ナデ

外面に赤彩が少量残る

－6 ！！
大溝 0 1 須恵器 士不

（11月）
内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ

－7 ！／
大溝 0 1 須恵器 施 内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ

休部に穿孔

休部外面に刺突文及び2 条の沈線

20－1 ！／
S B O l 土師器 藍0「

甑

内 ：ナデ

外 ：ナデ

－2 ！！
S B O l 土師器 藍o r

甑

内 ：ナデ、ヘラケズ リ

外 ：ナデ

－3 ！／
S B O l 赤彩土器 坪0 「

高杯
（14．3）

内 ：ナデ

外 ：ナデ

内面 に赤彩残 る

24－1 ／！
S B O 4 土師器 薙

：瓦 （15．6）
内 ：ナデ

夕も：ナデ

－2 ！／
S B O 4 須恵器 士不身

（13．5）
内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ

外面 に自然柚付着

－3 ／！
S B O 4 須恵器 高 塀

（10．8）
内 ：回転ナ デ

外 ：回転ナ デ

26－1 ／／
S B O 5 須恵器 杯身

（10月）
内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ

28－1 ／！
S B O 6 須 恵器 士不 内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ

－2 ！！
S B O 6 須恵器 坪 内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ

－3 ！！
S B O 6 須恵器 坪 内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ、回転へ ラ

31－1 ！！
S B O 8 弥 生土器 ＝＝ヒニ宝呈 （6．6）

内

外

ナデ

ナデ、指頭 圧痕

－2 ／／
S B O 8 須恵器 士不蓋

（13．3） （4．9）
内

外

回転 ナデ

回転 ナデ、回転 へラ

肩部外面に 2 条の沈線

－3 ！！
S B O 8 須恵器 杯身 内

外

回転 ナデ

回転 ナデ

－4 ！／
S B O 8 須恵器 高塀

（10．4）
内

外

回転 ナデ

回転ナデ

脚部に透か しあ り

35－1 ／／
S B l l 須恵器 杯

（9．4）
内

外

回転ナデ

回転ナデ

－2 ／！
S B l l 須恵器 把手付 内 回転ナデ 肩部 と休部の問 に界線

瓶 外 回転ナデ 肩部～休部 に粘土紐の把手

37－1 ！！
S B 1 2 土師器 薙

瓦
内

外

ナデ

ナデ

39－1 ／！
S B 1 3 須恵器 士不身 内

外

回転ナデ

回転ナデ

42－1 ！！
S B 1 5 赤彩土器 内

外

ナデ

ナデ

赤彩 あり

45－1 ！！
S A O l 弥生土器 壷0 「

薙
瓦

内

外

ナデ

パケ 目

50－1 ！／
S E O l 赤彩土器 薙

瓦
内

外

ナ デ

ナ デ

内面 に赤彩

－2 ！！
S E O l 土師器 羅

瓦 （16．4）
内

外

ナ デ

ナ デ

－3 ！！
S E O l 土師器 薙

：瓦 （14．4）
内

外

ナ デ、ヘ ラケ ズリ

ナ デ、パ ケ目

－4 ！！
S E O l 土 師器 薙瓦

内

外

ナ デ、ヘ ラケ ズリ

ナ デ

肩部 外面 にヘラ状工具痕

－5 ／／
S E O l 土師器 虫司邑 内

外

ナデ

パ ケ目、指頭圧痕

断面に粘土の接合痕

－6 ／／
S E O l 須恵器 蓋

（10．2）
内

外

回転 ナデ

回転 ナデ

ー86－



挿図番号 写真 出土地点 種別 器種 口径 底径 器高 手 法の特 徴 備考

50－7 図版25
S E O l 須恵器 高士不 内

外

回転ナデ

回転ナデ

脚部 に透か しあり

521 1 図版26
S X O 4 土師器 空耳邑 内

外

ヘラミガキ、ヘラケズ リ

調整不明

庇を休部 に後付

－2 ！！
S X O 4 土師器 空司邑 内

外

ナデ、ヘラケズ リ

ナデ

－3 ！／
S X O 4 土師器 ≡望空耳邑 内

外

ナデ、ヘラケズ リ

ナデ、パケ目

－4 ！！
S X O 4 須 恵器 高杯 内

外

回転 ナデ

回転 ナデ

脚部に透か しあ り

53－1 図版25
S X O 5 須恵器 高士不

（16．2）
内

外

回転 ナデ

回転 ナデ

54－1 図版26 第②層 須恵器 施
（8．5）

内

外

回転ナ デ

回転ナ デ

口緑部外面下に 1 条の稜

－2 ！！
第②層 須恵器 坤

（9．5）
内

外

回転ナ デ

回転ナ デ

底部 に静止 糸切 後、付け高

上ユ．口

－3 ！／
第②層 白磁 碗

（10．3）
内

外

施柚

施柚

口緑部端部 口禿

－4 ／／
第②層 青磁 碗

（13，6）
内

外

施柚

施粕

外面 に雷文

－5 ！／
第②層 青磁 碗

（15．3）
内

外

施柚

施柚

外面 に雷文

－6 ！／
第②層 備前焼 薙

瓦　 r
内

外

ナデ

ナデ

口緑部玉緑状

－7 ／！
第（多層 在地土器 火鉢0 「

香炉
（14．7） （13．6） 4．0

内

外

回転ナデ

へラミガキ、スタ ンプ文

－8 ！！
第②層 青花 小皿

（9．4） （4．4） 2．3
内

外

施柚

施柚、露胎

内外面染付

高台畳付和ハギ

－9 ！！
第②層 肥前系陶器 碗

（3．9）
内

外

施和

露胎

内面見込胎土 日積

底部削 り出 し三 日月高台

55－1 ！！
第③層 須恵器 杯

6．4
内

外

回転 ナデ、ナデ

回転 ナデ、回転 へラ

底部付け高台

－2 ！／
第③層

青磁 碗

（5．1）

内

外

施柚

施柚 、露胎

岡安窯系

柚 薬買入入る、底部露胎

内面 見込 に施文

－3 ！！
第③層 青磁 碗 内

外

施粕

施粕

外面 に毒高蓮弁

－4 ！！
第③層 在地土器 火鉢0 「

香炉
（13．6）

内

外

回転ナデ

へラミガキ、スタ ンプ文

56－1 ！！
第④層 弥生土器 壷0 「

夢筐
瓦

内

外

ナデ

ナデ

口緑部端部及 び口緑部 内面

に各 2 条の凹線

－2 ／／
第④層 弥生土器 壷0 「

薙
瓦

内

外

ナデ

ナデ

口緑部端部及 び口緑部 内面

に各 1 条の凹線

－3 ／！
第④層 土師器 慧0 「

甑
（26．2）

内

外

ナデ

ナデ

－4 ！！
第④層 須恵器 士不

7．0
内 ：

外 ：

回転ナデ

回転ナデ

底部回転糸切後、付 け高台

傭轍形態が楕円状 に再加工

－5 ！／
第④層 土師質土器 小皿 内 ：

外 ：

回転ナデ

回転ナデ

－6 図版27 第④層 白磁 水注
（13月）

内

外

施柚

施柚

粕薬買入入る

威信財 ？

－7 ！！
第④層 青磁 碗 内 ：施軸

外 ：施粕

無文端反碗

－8 ／／
第④層 青磁 碗 内 ：施 軸

外 ：施柚

外面に雷文

－9 ！／
第④層 青 磁 碗 内 ：施軸

外 ：施柚

柚薬買入入る

外面に形骸化 した蓮弁文

－10 ！！
第④層 青磁 碗

（5．2）
内 ：施軸

外 ：施柚 、露胎

高台 畳付及 び高台見込露胎

内面見込 に施 文

－11 ！／
第④層 歪器系陶器 壷0 「

薙
瓦

内 ：ナデ、指頭圧痕

外 ：ナデ

外面粘土紐貼付 、下部 に 1

条の稜 、稜 には自然柚付着

－12 ／！
第④層 歪器系陶器 ＝ま＝！匿 内 ：ナデ、指頭圧痕

外 ：ナデ

外面 に窯印 ？及 び把手の痕

跡

－13 ！！
第④層

備前焼 福鉢 内 ：ナデ

外 ：ナデ

胎士ほ ぼ還元焼成

内面 に揺 目、外面 に重ね焼

痕

注口あ り

－14 ／／
第④層 備前焼 薙

瓦
内 ：ナデ、指頭圧痕

外 ：調整不明

肩部外面 に多量の 自然柚付

着

－15 ／！
第④層 中国磁器 天 目

茶碗
3．1

内 ：施柚 （鉄柚）

外 ：施粕 （鉄柚）、露胎

底部削 り出 し高台

－16 ！！
第④層 京焼風陶器 士宛

（4．3）
内 ：施軸

外 ：施柚、露胎

粕薬買入入る

高台畳付及び高台見込露胎

－17 ／／
第④ 層 肥前系陶器 控鉢 内 ：施粕 ／パケ目

外 ：露胎 ／回転 へラ

－18 ！／
第④ 層 肥前系磁器 碗

（10．0）
内 ：施軸

外 ：施柚

口緑部端部柚ハギ

外面に染付
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56－19 図版27
第④層 磁器 碗 内 ：施軸

外 ：施柚

青磁の 2 次焼成の可能性あ

り

－20 ！／
第④層 磁器 碗

（3．4）
内 ：施軸

外 ：施柚

57－1 ／／
第④ － 1 層 弥生土器 ＝ヒ＝呈呈 内 ：ナデ

外 ：ナデ

口緑部端部 に 1 条の凹線

－2 ！／
第④ － 1 層 弥生土器 内 ：ナデ、パケ目

外 ：ナデ

口緑部端部 に斜格子文

－3 ！！
第④ － 1 層 弥生土器 器台 内 ：ヘラケズ リ

夕†：ナデ

－4 ／／
第④ － 1 層 土師器 甑 内 ：調整不明

外 ：ヘラミガキ

把手

－5 ！／
第④ － 1 層 土師器 高塀

（8．7）
内 ：調整不明

外 ：ヘラミガキ

脚柱内面 に穿孔 ‘

－6 ！／
第④ － 1 層 土師器 高士不 内 ：調整不明

夕†：調整不明

－11 ／！
第④ － 1 層 土師器 製塩

土器

内 ：ナデ、指頭圧痕

外 ：ナデ

－12 ！／
第④ 一 1 層 赤彩土器 高士不 内 ：調整不明

外 ：パケ目

外面 に赤彩

－13 ／／
第④ － 1 層 赤彩土器 高塀 内 ：調整不明

外 ：調整不明

内外面 に赤彩

－14 ／／
第④ － 1 層 須恵器 士不身

（9．9） 3．0
内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ、回転へラ切 り

－15 ！！
第④ － 1 層 須恵器 蓋

（11月） 2．1
内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ、回転へラ

扁平宝珠状摘み貼付

－16 ！！
第（彰一 1 層 須恵器 蓋 内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ

－17 ！／
第（彰一 1 層 須恵器 蓋

（17．4）
内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ、回転へ ラ

天井部 内外面酸化焼成

－18 ！／
第④ － 1 層 須恵器 杯

（12．2）
内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ

底部外面回転糸切後、付け高

台、高台端部に 1条の沈線

－19 ！！
第④ － 1 層 須恵器 士不

（13．2） （9．0） 3．8
内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ 、回転へ ラ切 り、ナ デ

－20 ／！
第④ － 1 層 須 恵等 士不

（16．0）
内 ：回転ナ デ

外 ：．回転ナ デ

－21 ！！
第④ － 1 層 須恵器 士不

（14月）
内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ

－22 ！！
第④ 一 1 層 須恵器 杯 内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ

－23 ！！
第④ － 1 層 須恵器 杯

（9．7）
内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ、回転へ ラ切 り

－24 ！／
第④ － 1 層 須 恵器 皿

（15月） （11．3） 2．1
内 ：回転 ナデ、ナデ

外 ：回転 ナデ、回転へ ラ切 り

－25 ／／
第④ － 1層 須恵器 皿

（19．2） （15．2） 2．2
内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ

－26 ！！
第④ － 1 層 須恵器 平瓶 内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ

ミニチュア土器

58－1 ／！
第④ － 1 層 須恵器 壷 0「

夢薩
瓦

内 ：ナ デ、指頭圧痕

外 ：ナ デ

－2 ／／
第（彰一 1 層 須 恵器 瓶 内 ：回転 ナデ

夕†：回転 ナデ

頸部 内面に絞 り痕

外面 に 3 条以上の沈線

－3 ／！
第④ － 1 層 須 恵器 瓶 内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ

接合 痕残る

－4 ／！
第④ － 1 層 須恵器 瓶

5．8
内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ、カキ目

－5 ！！
第④－ 1 層 須恵器 瓶

6．6
内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ、回転 へラ

底部と休部の界線が明確

－6 ！／
第④－ 1 層 須恵器 瓶 内 ：回転 ナデ

夕†：回転 ナデ

肩部と休部の問に界線

肩部 に灰被る

－7 図版28

第④－ 1 層 須恵器 瓶 内 ：回転 ナデ、ナデ

外 ：回転 ナデ、回転へラ

底部付け高台

肩部と休部の界線が明確

休部外面に刺突文及び2 条の沈線

一g ／／
第④ － 1 層 須恵器 高塀 内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ

脚部に小円形状透か し

－10 ／！
第④ － 1 層 須恵器 高塀

（9．5）
内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ

脚部に透か しあ り

外面に 2 条の沈線

－11 図版27
第（彰一 1 層 須恵器 高ま不

（8．4）
内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ

脚部に小円形状透か し上下

2 段

－12 図版28
第④ － 1 層 須恵器 高塀

10．6
内 ：調整不明

外 ：調整不明

器壁外面に 1 条の沈線

脚部 2 方向 に台形透か し

－13 ！！
第（彰一 1 層 須恵器 横瓶 内 ：青海波、ナデ

外 ：平行タタキ、カキ目

－14 ／／
第④ － 1 層 土師質土器 小皿

（5．0）
内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ

底部外面 に回転糸切

－15 ／／
第④ － 1 層 土師質土器

杯 5．2
内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ
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58－16 図版28
第④ － 1 層 土師質土器

士不 5．6
内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ

底部外面 に回転糸切

－17 ！／
第④ － 1 層 白磁 小皿

（10．6）
内 ：施軸

外 ：施柚

器壁 と内面見込の問 に界線

－18 ！！
第④ － 1 層 白磁 四日壷 内 ：露胎

外 ：施柚

肩部内面 に若干の柚が流れ

込む

－19 ／！
第④ － 1 層 白磁 碗

4．9
内 ：施軸

外 ：施柚

柚薬 に若干買入入る

内面見込 5 箇所 に砂 目積み

－20 ！！
第④ － 1 層 白磁 ＝±ご呈E 内 ：施軸

外 ：施柚

外面柚薬 に若干買入入る

－21 ／／
第④ － 1 層 青磁 碗

4．6
内 ：施軸

外 ：施柚、露胎

高台畳付及び高台内側柚ハ

ギ

－22 ！！
第④－ 1 層

青磁 碗

5．0

内 ：施軸

外 ：施柚、露胎

高台畳付及び高台内側柚ハ

ギ

柚薬に買入入る

－23 ／／
第④－ 1 層

青磁 稜花皿

（13．6）

内 ：施軸

外 ：施和

柚薬に買入入る

内面施文、口緑部端部面取り

器壁外面に 1 条の界線

－24 ／！
第（彰一 1 層 青磁 稜花皿 内 ：施軸

外 ：施柚

紬薬に買入入る

内面施文、口緑部端部面取り

－25 ！！
第（彰一 1 層

青磁 碗

（5．5）

内 ：施軸

外 ：施柚、露胎

内面見込及び外面に施文

芸高蓮弁文

高台内側露胎

－26 ！／
第④ － 1 層 青磁 碗

（16月）
内 ：施軸

外 ：施柚

外面に施文

口緑部端反

－27 ！！
第④ － 1 層 青磁 碗

（14．4）
内 ：施軸

外 ：施 和

口緑部端反

－28 ！！
第④ － 1 層

歪器系陶器
壷0「

薙
：瓦

内 ：指 頭圧痕

外 ：調整不 明

内外面に自然柚

器壁外面及び底部外面界線

明確

59－1 ／／
第④ － 1層

備前焼 摺鉢

（29．9）

内 ：ナデ

外 ：ナデ

内面に 1 単位 1 1 条以上の

揺 目

口緑部 に注 口

－2 ！／
第（彰一 1 層 備前焼 薙

（24．4）

内 ：ナ デ 底部 内面 に灰被 る
瓦 外 ：ナ デ、ヘ ラケズ リ 内外面及 び外面 に粘土 の接

合痕

－3 ！／
第④ － 1 層

瀬戸焼 皿

（6．2）

内 ：施柚 （灰柚）

外 ：施柚 （灰和）

高台外側 に柚溜

粕薬 に買入入 る

高台見込 に粘土塊

－4 ！／
第④ － 1 層 瀬戸焼 皿

（5．4）
内 ：施柚 （灰柚）

外 ：施粕 （灰柚）

高台外側 に柚溜

柚薬 に買入入 る

－5 ！／
第（彰一 1 層 瀬戸焼 天 目

茶碗
（12，4）

内 ：施柚 （鉄粕）

外 ：施柚 （鉄柚）、露胎

－6 ！！
第④ － 1 層 中国磁器 天 目

茶碗

内 ：施粕 （鉄柚）

外 ：施柚 （鉄柚）、露胎

－7 ！／
第④ － 1 層 瓦質土器 擢鉢 内 ：調整不明

外 ：調整不明

内面 に揺 目

－8 ／／
第④ － 1 層 瓦質土器 火鉢

（13．9）
内 ：回転ナデ

外 ：パケ 目

－9 ／／
第（彰一 1 層 在地土器 捨鉢

（27．6）
内 ：ナデ

外 ：ナデ

内面 に揺 目

－10 ／／
第④ － 1 層 在地土器 揺鉢

（12．3）
内 ：ナデ

外 ：ナデ

－11 ！！
第④ － 1 層 在地土器 香炉 内 ：回転ナデ、指頭圧痕

外 ：回転ナデ、スタ ンプ文

後12 ！／
第④ － 1 層 在地土器 香炉

（14．0）
内 ：回転ナデ

夕も：回転ナデ、スタンプ文

底部外面 に小型の脚を貼付

－13 ！！
第④ － 1 層 在地土器 火鉢 内 ：調整不明

外 ：ヘラミガキ

後14 ！！
第④－ 1 層 青花 皿 内 ：施軸

外 ：施 柚、露胎

内外面に染付

高台柚ハギ

60－1 図版 29
第⑤ 層 弥生土器 高塀 内 ：ヘ ラケズ リ

外 ：調整 不明

外面に 2 1 条以上の擬凹線

－2 ／！
第⑤層 土師器 内 ：ナデ

外 ：ナデ

－3 ／！
第⑤層 土師器

2．9 3．0
内 ：ナデ

外 ：ナデ、指頭 圧痕

ミニチュア土器

手捏成形

－4 ！！
第⑤層 土師器 低脚杯 内 ：調整不 明

外 ：ナデ

脚部に小円形状の穿孔

－5 ！！
第⑤層 土師器 薙

瓦 （22．5）
内 ：ナデ、ヘ ラケズ リ

外 ：ナデ

－6 ！／
第⑤層 土師器 薙

瓦
内 ：ナデ、ヘ ラケズ リ

外 ：ナデ

－7 ／／
第⑤層 土師器 甑 内 ：調整不 明

外 ：ヘ ラミガキ

扁平角型

－8 ！／
第⑤層 土師器 甑 内 ：調整不 明

外 ：．ヘ ラミガキ、指頭圧痕

柱状 型

粘土の接合痕残る
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60－9 図版29
第⑤層 土師器 甑 内 ：調整不明

外 ：ヘラミガキ

角型

－10 ！！
第⑤層 土師器 高塀 内 ：調整不明

夕†：調整不明

－11 ！！
第⑤層 土師器 高塀 内 ：指頭圧痕

夕†：指頭圧痕

－12 ！／
第⑤層 土 師器 高塀

（12．5）
内 ：ナデ

外 ：ナデ、ヘラ ミガキ

－18 ／／
第⑤層 土 師器 竺窒空耳邑 29月

内 ：ナデ 、ヘ ラケズ リ

外 ：ナ デ

庇外面 にヘラミガキ調整 ？

61－1 ！！
第⑤ 層 赤彩土器 高 塀 内 ：調整不明

外 ：調整不明

内外面 に赤彩

－2 ！／
第⑤ 層 須恵器 坪蓋

（14．0）
内 ：回転 ナデ

夕†：回転 ナデ

肩 部外 面に 1 条の稜

－3 ！！
第⑤ 層 須恵器 士不蓋

（12．8）
内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ、回転へ ラ

－4 ！／
第⑤ 層 須 恵器 杯蓋

（9．8） 3．6
内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ、回転へ ラ

天井部外 面にヘラ記号

－5 ／／
第⑤ 層 須恵器 杯 身

（13月） 2．9
内 ：回転 ナデ、ナデ

外 ：回転 ナデ

－6 ／／
第⑤ 層 須 恵器 杯身

（11．3）
内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ

－7 ／／
第⑤ 層 須恵 器 杯 身

（12．6）
内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ

－8 ／／
第⑤ 層 須 恵器 瓶

6．0
内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ

底部外面に回転0「静止糸切

内面見込が臍状 にナデ上がる

－9 ！！
第⑤ 層 須恵器 士不

（11月） 6．6 孔3
内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ

底部外面に回転糸切

－10 ！！
第⑤層 須恵器 杯

6．5
内 ：回転 ナデ、ナデ

夕す：回転 ナデ

底部外面に回転糸切

－11 ！！
第⑤層 須恵器 坪

（7．4）
内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ

底部外面付け高台

－12 ！／
第⑤層 須恵器 坪

（9．7）
内 ：回転ナデ、ナデ

外 ：回転ナデ

底部外面付 け高台

－13 ／／
第⑤層 須恵器 杯

（9．9） （6．9） 4．6
内 ：回転ナデ、ナデ

外 ：司転ナデ

底部外面付 け高台

－14 ！！
第⑤層 須恵器 士不

8．4
内 ：回転ナデ、ナデ

夕す：回転ナデ、回転へラ切 り

底部外面回転へ ラ切 り後 、

付 け高台 、高台畳付 に沈線

－15 ！！
第⑤層 須恵器 士不

8．0
内 ：回転ナデ、ナデ

外 ：回転ナデ、回転へラ

底部外面 回転へ ラ後 、付 け

盲ムl司口

－16 ！！
第⑤層 須恵器 士不

8．0
内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ、回転へラ切 り

底部外面回転へラ切 り後、付

け高台、高台見込にヘラ記号

－17 ！！
第⑤層 須恵器 士不

6．4
内 ：回転ナデ

夕す：回転ナデ、回転へラ

底部外面 回転へ ラ後 、付 け

高台 、高台畳付 に凹面

－18 図版30
第⑤層 須恵器 坤

（16．2） 10．6 6．2
内 ：回転ナデ、ナデ

外 ：回転ナデ

底部外面 回転糸切後 、付 け

．古山．同口

－19 図版29
第⑤層 須恵器 盤

（17．4） 11．4 4．2
内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ

底部外面 回転糸切後 、付 け

盲ム同口

－20 ！／
第⑤層 須恵器 鉄鉢形

須恵器
（15．8）

内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ

口唇部 内面 に 4 条 の沈線

－21 図版30
第⑤層 須恵器 士不

（13．1） （10．2） 3．1
内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ

底部外面 に回転糸切

－22 ！／
第⑤層 須恵器 杯

（12．6） （8．5） 3．8
内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ

底部外面 に回転へ ラ切 り？

－23 ／／
第⑤層

須恵器 皿

（15．2） （12．4） 2．1

内 ：回転ナデ、ナデ

外 ：回転ナデ

底部外面 回転糸切後 、回転

ナデ

器壁 と底部 の界線が明確

－24 図版29
第⑤層 須恵器 内 ：回転ナデ

外 ：ナ デ

把手貼 付

－25 ！！
第⑤層 須恵器 鉢

（10．8）
内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ

底部外 面回転糸切

外面 に刺突状工具痕

－26 ！！
第⑤層 須恵器 杯0「壷

（15．5）
内 ：回転 ナデ

夕す：回転 ナデ

－27 図版 30
第⑤ 層 須恵器 円面覗

（11．5） （14．0） 4．7
内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ

脚部内面見込に多量の自然柚

脚部に 2種類の透かし

62－1 ！／
第⑤層 須恵器 蓋

13．7 5．3
内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ、回転 へラ

天井部外面に小型の摘み貼

付

－2 ／／
第⑤層 須恵器 蓋 内 ：回転 ナデ、ナデ

夕†：回転 ナデ、回転 へラ

天井部外面にヘラ削 り出 し

による小型の摘み

－3 ！／
第⑤層 須恵器 蓋 内 ：回転 ナデ、ナデ

夕す：回転 ナデ、回転 へラ

天井部外面に摘み貼付

－4 ／／
第⑤層 須恵器 蓋 内 ：回転 ナデ、ナデ

外 ：回転 ナデ、回転 へラ

天井部外面に扁平宝珠状摘

み貼付

－5 ／！
第⑤層 須恵器 蓋 内 ：回転ナデ、ナデ

外 ：回転ナデ、回転へラ

天井部外面 に扁平宝珠状摘

み貼付

－6 ！！
第⑤層 須恵器 蓋

14．4 3．3
内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ

天井部外面 に輪状摘み貼付
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62－7 図版30
第⑤層 須恵器 蓋 内

外

回転ナデ

回転ナデ

天井部外面 に輪状摘み貼付

摘み端部 に沈線

－8 ！！
第（9 層 須恵器 瓶

4．0
内

外

回転ナデ

回転ナデ、回転へラ切 り

－9 ！！
第⑤層 須恵器 ＝ヒ＝里 内

外

回転ナデ

回転ナデ

－10 ！／
第⑤ 層 須恵器 ＝ヒ＝重臣 （7．6）

内

外

回転 ナデ

回転 ナデ

口緑部に重ね焼痕

－11 ！！

第⑤ 層 須恵器 施

3．9

内

外

回転 ナデ

回転 ナデ、回転へ ラ

肩部外面に刺突文及び上下

各 1 条の沈線

肩部～体部の界線上に穿孔

－12 ！！
第⑤層 須恵器 施 内

外

回転 ナデ

回転ナ デ、回転へ ラ

内面に粘 土塊付着

外面 にタール付着

－13 ！！
第⑤層 須恵器 高塀 内

外

回転ナ デ、指頭圧痕

回転ナ デ、指頭圧痕

－14 ／／
第⑤層 須恵器 高杯 内

外

回転ナ デ

回転ナ デ

－15 ／！
第⑤層 須恵器 高士不 内

外

回転ナ デ、ナ デ

回転ナ デ

－16 ！！
第⑤層 須恵器 高士不

9．8
内

外

回転ナデ、ナ デ

回転ナデ

－17 ／／
第⑤層 須恵器 高塀 内

外

回転ナデ

回転ナデ

脚部上部2方向に線状透かし

脚部下部透かし？及び2条の沈線

－18 ！！
第⑤層 須恵器 高塀 内

外

回転ナデ、ナデ

回転ナデ

脚部 2 方 向に線状透か し

器部～脚部外面へ ラ記号

t19 ／！
第⑤層 須恵器 高塀 内

外

回転ナデ、ナデ

回転ナデ

脚部 3 方向 に線状透か し

－20 ／！
第⑤層 須恵器 高士不 内

外

回転ナデ、ナデ

回転ナデ

脚部 2 方向 に透か し

－21 ！／
第⑤ 層 須恵器 高士不

（8．7）
内

外

回転ナデ、ナデ

回転ナデ

脚部 2 方向に線状透か し

－22 ！！
第⑤層 須恵器 高士不

8．4
内

外

回転 ナデ、ナデ

回転 ナデ

－23 ／／
第（9 層 須恵器 高士不

（16．7）
内

外

回転 ナデ

回転ナ デ

脚部 2 方向に線状透か し

－24 ！！

第⑤層 須恵器
高塀

（10．1）

内

外

回転ナ デ、ナ デ

回転ナ デ

脚部に2 条の沈線、 2 段の透

か し （上段線状、下段台形）

器部内面にヘラ記号

－25 ／／
第⑤層 須恵器 高士不 内

外 ．

回転ナデ、ナデ

回転ナデ

脚部 2 方 向に台形透か し

透か し下方 に 2 条の沈線

－26 ／！
第⑤層 須恵器 高士不

（23．4）
内 ：

外 ：

回転ナデ、ナデ

回転ナデ

－27 ！！
第⑤層 須恵器 平瓶

（13．7）
内 ：

外 ：

回転ナデ、ナデ

回転ナデ、ナデ、回転へラ

口緑部別途成形後貼付

63－1 ！／
第⑤層 須恵器 薙

瓦 内

外

ナデ

ナデ

－2 ！！
第⑤層 須恵器 璽及 び

杯

璽内 ：青海波

窓外 ：平行タタキ

高台何杯 と融着

－3 ！／
第⑤層 須恵器 夢誌

瓦
内

外

車輪文

平行タタキ

－4 図版31
第⑤層 須恵器 薙

瓦 （20．2）
内

外

ナデ、青海波

ナデ、平行タタキ

肩部外面 に小円形状のス タ

ンプ文及び多量の 自然柚

－5 図版30
第⑤層 須恵器 薙

瓦 内

外

ナデ

ナデ

頸部下内面に粘土の接合痕

－6 図版 31
第⑤層 須恵器 薙

瓦 21．0
内

外

ナデ、青海波

ナデ、平行 タタキ、カキ目

－7 図版30
第⑤層 須恵器 ＝±＝里 （9．4）

内 ：

外 ：

回転 ナデ

回転 ナデ

外面に 2 条の沈線

－8 図版31
第⑤層 須恵器 誓 0 「

士璽
（10．5）

内

外

ナ デ、青海波

ナ デ、平行 タタキ 、回転 ナデ

底部外面付 け高台

－9 ！！
第⑤層 須恵器 蛮 0 「

士翌
（10．0）

内

外

ナデ

ナデ、平行 タタキ 、回転ナデ

底部外面付 け高台

－10 図版30
第⑤層 須恵器 璽 0 「

＝ま：ご重臣

内

外

ナデ、青海波

平行タタキ、カキ 目

粘土の接合痕 が残 る

－11 ！！
第⑤層

須恵器 内

外

ナデ

ナデ

内面 に金属浮付着

外面 に多量の裂痕

断面 に空泡

－12 ／！
第⑤層 青磁 碗 内 ：施軸

外 ：施柚

柚薬 に買入入る

外面に線描の縞蓮弁

上層か らの混入の可能性大

－13 ！！
第⑤層 備前焼 揺鉢 内

外

ナデ

ナデ

内面に 1 単位 1 0 条の揺 目

上層か らの混入の可能性大

64－1 図版31

第⑤層 瓦質土器 奈良火

鉢浅鉢 （28．0）

内

外

ナデ

ナデ

底部外面に脚貼付

外面に 1 条の突帯貼付

上層か らの混入の可能性大

65－1 ！！
第⑤－ 0 層 赤彩土器 薙

瓦 （20．4）
内 ：ナデ、ヘラケズ リ

外 ：ナデ

外面に赤彩
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65－2 図版31
第⑤－ 0 層 土師器 薙

：瓦 （21．2）
内 ：ナデ、ヘラケズ リ

外 ：ナデ

－3 ／／
第⑤－ 0 層 土師器 薙

瓦 （29．4）
内 ：ナデ、ヘラケズ リ

外 ：ナデ

－4 ／／
第（9 － 0 層 土師器 空室竺司邑

内 ：ナデ、へラケズ リ

外 ：ナデ

－5 ／！
第⑤－ 0 層 土師器 高塀 内 ：ナデ

外 ：ナデ

脚部外面 にヘ ラミガキ ？

－6 ／！
第⑤－ 0 層 土師器 高塀 内 ：調整不明

外 ：調整不明

－7 ／／
第（9 － 0 層 赤彩 土器 高 塀

9．5
内 ：ヘ ラケ ズリ

外 ：パケ 目

脚部外 面に赤彩

－8 ／／
第⑤ － 0 層 赤彩 土器 高塀 内 ：調整不明

外 ：パケ 目

器部内外面に赤彩

－12 ！／
第⑤ － 0 層 土 師器 甑 ？ 内 ：ナデ、ヘ ラケズリ

外 ：ナ デ

－13 ！！
第（9 － 0 層 赤彩 土器 高 塀 内 ：調整不明

外 ：パケ 目

外面 に赤彩

－14 ！！
第⑤ － 0 層 赤彩土器 高 杯 内 ：ヘ ラケ ズリ

外 ：調整不明

外面 に赤彩

－15 ／！
第⑤ － 0 層 須恵器 士不蓋 内 ：回転ナ デ、ナ デ

外 ：回転ナ デ、回転へ ラ

天 井部外 面にヘラ記号

肩 部外面 に 1 条の稜

－16 ／／
第⑤－ 0 層 須恵器 杯蓋

（12．9） 3．5
内 ：回転ナ デ

外 ：回転ナ デ、回転へ ラ

肩部外 面に 1 条の稜

口緑部端部内側に沈線

－17 ！！
第⑤ － 0 層 須恵器 杯蓋

（12．8）
内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ

肩部外面に 1 条の稜

内側に沈線

－18 ／／
第⑤ － 0 層 須恵器 士不身

（9．4）
内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ

－19 ！／
第⑤ － 0 層 須恵器 士不身

（11．4） 2．8
内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ

内面見込にヘラ記号

－20 ！／
第（9 － 0 層 須恵器 士不身 内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ、回転へラ切 り

底部外面にヘラ記号

－21 ／／
第（9 － 0 層 須恵器 高塀 内 ：回転 ナデ

外 ：回転ナデ

外面にヘラ記号

－22 ／！
第⑤－ 0 層 須恵器 高塀 内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ

脚部 3 方向 に透か し

－23 ／／
第⑤－ 0 層 須恵器 士不

（7．3）
内 ：回転ナデ、ナデ

外 ：回転ナデ

－24 ／／
第⑤－ 0 層 須恵器 蓋

（16．6） 3．0
内 ：回転ナデ、ナデ

外 ：回転ナデ、回転へラ

天井部外面 に扁平宝珠状摘

み

－25 ／／
第⑤－ 0 層 須恵器 士不

（10．2）
内 ：調整不明

外 ：回転ナデ

底部外面付 け高台

66－1 ！！
第⑤－ 0 層 須恵器 士翌 （15．4）

内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ

－2 ！！
第⑤－ 0 層 須恵器 ＝土＝翌 内 ：回転ナデ、ナデ

外 ：回転ナデ、ナデ

底部外面付 け高台

－3 ／！
第（9 － 0 層 土師質土器 坤

（8．6）
内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ

底部外面付 け高台

67－1 図版32
第⑤－ 1 層 赤彩土器 高塀 内 ：ナデ

外 ：パケ 自

脚部内外面 に赤彩

－2 ！！
第⑤－ 1 層 須恵器 施

5．2
内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ、回転へラ

底部外面静止糸切

－3 ／／
第⑤－ 1 層 須恵器 士不蓋

（13．0） 4．0
内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ、回転へラ

肩部外面 に 1 条の稜

口緑部内面 に 1 条の沈線

－4 ！！
第⑤－ 1 層 須恵器 蓋

11．6 2．5
内 ：回転ナデ、ナデ

外 ：回転ナデ、回転へラ

天井部外面 に摘み

－5 ／／
第⑤－ 1 層 須恵器 皿

17．7 1 3．7 3．3
内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ、回転へラ切 り

底部外面付 け高台

－6 ！！
第⑤－ 1 層 須恵器 ＝土＝翌 （12．8）

内 ：回転ナデ、青海波

外 ：回転ナデ、カキ 目、平行 タタキ

－7 ！！
第⑤－ 1 層

須恵器 瓶

（10．8）

内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ、回転へ ラ

底部 内面 にパケ状 の痕跡

肩部～休部 、休部 ～底部の

問に明確 な界 線

肩部 に把手 、多量 の自然柚

－8 ！／
第⑤－ 1 層 須恵器 瓶

5．0
内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ 、回転へ ラ

休部外面下方 に飛紐状の圧

痕

68－1 ／／
第⑤－ 2 層 土 師器 政司邑 内 ：ナ デ

外 ：ナ デ

－2 ／！
第⑤－ 2 層 土 師器 蛮 0 「

甑
（26月）

内 ：ナ デ、ヘ ラケズ リ

外 ：ナ デ

－3 ／！
第（9 － 2 層 須恵器 坤

（16，7） 11．4 6．0
内 ：回転ナ デ

外 ：回転ナ デ、回転へ ラ

底部外面付 け高台

－4 ！！
第⑤－ 2 層 須恵器 坪

（11．8） 8．3 4．1
内 ：回転ナ デ

外 ：回転ナ デ、回転へ ラ

底部外 面付 け高台

外面 に自然 柚付着

－5 ！！
第（9 － 2 層 須恵器 杯

（7．3）
内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ

底部外 面付け高台

－6 ／／
第⑤－ 2 層 須 恵器 高 士不

8．6
内 ：回転 ナデ、ナデ

外 ：回転 ナデ
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69－1 図版32 第⑥層 土師器
（16．4）

内

外

ナデ

ナデ

－2 ／／
第⑥層 土師器 慧 0 「

士里
（16．6）

内

外

調整不明

ナデ

内 ：パ ケ目調整 ？

－3 ！／
第⑥層 土師器 薙

瓦
内

外

ナデ

ナデ

－4 ／／
第⑥層 土師器 甑 内

外

調整不明

へラミガキ

把手

－5 ／！
第⑥ 層 土師器 空司邑 内

外

調整不明

調整不明

底部に工具痕

－6 ！！
第（◎層 須恵器 杯蓋

（13月） 3．9
内

外

回転 ナデ

回転 ナデ、回転へラ、パケ目、ナデ

外面に 1 条の稜

－7 ！！
第（◎層 須 恵器 士不蓋 内

外

回転 ナデ

回転 ナデ

外面に 1 条の稜

－8 ／／
第⑥層 須恵器 士不蓋 内

外

回転 ナデ

回転 ナデ、回転へ ラ

外面に 1 条の稜

－9 ／／
第⑥層 須恵器 内

外

回転ナ デ

回転ナ デ

－10 ！／
第⑥層 須恵器 高塀 内

外

回転ナ デ

回転ナ デ

脚 部 3 方向に線状透か し

－11 ／！
第（◎層 須恵器 杯身

（10．6） 3．2
内

外

回転ナ デ

回転ナ デ

－12 ／！
第⑥層 須恵器 杯

（6．6）
内

外

回転ナ デ

回転ナ デ

底部外面 付け高 台

70－1 図版33
北側排水路 土師器 薙

瓦 （28．4）
内

外

ナデ、ヘラケズ リ

ナデ、パケ 目

－2 ／／
北側排水路 土師器 薙

：万石：； 23．2
内

外

ナデ、ヘラケズ リ

ナデ、パケ 目

－3 ／！
北側排水路 土師器 薙

：瓦 （25．0）
内

外

ナデ、ヘラケズ リ

ナデ

－5 ！！
北側排水路 須恵器 杯蓋

（12．7）
内

外

回転ナデ

回転ナデ

外面 に 1 条の稜

－6 ！！
北側排 水路 須恵器 士不身

（12．8） 3．5
内 ：回転ナデ

外 ：回転 ナデ、回転へラ切 り、ナデ

71－1 ／／
東側排水路 土 師器 空司邑 内 ：ヘ ラケズ リ

外 ：パ ケ目

底部平坦面に成形台の痕跡

－2 ！！
東側排水路 土師器 高塀 内 ：ヘ ラミガキ、ナデ

外 ：ヘ ラミガキ

－3 ！／
東側排水路 土師器 高塀

（8．6）
・内 ：指頭圧痕

外 ：指頭圧痕

－4 ／！
東側排水路 土師器 薙

瓦
内 ：ナデ、ヘ ラケズ リ

夕†：ナデ、パケ 目

－5 ！／
東側排水路 土師器 薙：瓦 19．8 22．3

内 ：ナデ、ヘラケズ リ

外 ：ナデ、パケ 目

－6 ！！
東側排水路 土師器 薙瓦 （23．2）

内 ：ナデ、ヘラケズ リ

外 ：ナデ、パケ 目

休部外面 に煤付着

－7 ！！
東側排水路 土師器 薙瓦 （24．4）

内 ：ナデ、ヘラケズ リ

外 ：ナデ、パケ 目

－8 ／／
東側排水路 土師器 薙

コ≡i； （18．8）
内 ：ナデ、ヘラケズ リ

外 ：ナデ

－9 ！！
東側排水路 土師器 薙

瓦 （29．4）
内 ：ナデ、ヘラケズ リ

外 ：ナデ、ハヶ 月

72－1 図版34
東側排水路 土師器 薙

瓦 （29．3）
内 ：ナデ、ヘラケズ リ

外 ：ナデ

口緑部内外面 に煤付着

－2 ／！
東側排水路 土師器 薙

瓦 （28月）
内 ：ナデ、ヘラケズ リ

外 ：ナデ、パケ目、指頭圧痕

－3 ！！
東側排 水路 土師器 薙

瓦 （28．0）
内 ：ナデ、ヘラケズ リ

外 ：ナデ、パケ目

－4 ／！
東側排水 路 須恵器 坤身 内 ：回転 ナデ、ナデ

外 ：回転 ナデ、回転 へラ切 り

底部外面にヘラ記号

－5 ！／
東側排水路 須恵器 士不身 内 ：回転 ナデ、ナデ

外 ：回転 ナデ、回転へ ラ切 り

底部外面にヘラ記号

－6 ！！
東側排水路 須恵器 士不 内 ：回転ナ デ

外 ：回転ナデ

底部外 面付 け高台

731 1 ／！
南側排水路 土師器 薙

瓦 （13．6）
内 ：ナデ、ヘラケズ リ

外 ：ナデ

74－1 ／！
撹乱士 土師器 薙

瓦 （23．2）
内 ：ナデ、ヘラケズ リ

外 ：ナデ、パケ 目

断面 に粘土 の接合痕

－2 ／！
撹乱土 土師器 薙

瓦 内 ：ナデ、ヘラケズ リ

外 ：ナデ、パケ 目、指頭圧痕

－3 ！！
撹乱土 土師器 甑

（25．4）
内 ：ナデ、ヘラケズ リ

外 ：ナデ、パケ 目

－4 ！！
撹乱土 土師器 高塀

14．9
内 ：ナデ

外 ：ナデ、パケ 目

－5 ／！
撹乱土 赤彩土器 高士不

11．4
内 ：ナデ、へラケズ リ、指頭圧痕

外 ：ナデ、パケ 目、指頭圧痕

赤彩あ り

－6 ／／
撹乱土 須恵器 杯蓋

（10．0） 3．7
内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ、回転へラ
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74－7 図版34
撹乱 土 須 恵器 坪蓋

（13．7） 3．9
内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ、回転へ ラ

75－1 ！！
造 成土 弥生土器 高塀

（13．8）
内 ：ナデ

外 ：ナデ

外面に凹緑

－2 ！／
造成土 弥生土器 内 ：調整不 明

外 ：ヘラミガキ

把手

－3 ／／
造成土 土師器 甑 内 ：調整不 明

外 ：ヘラミガキ

把手

－4 ！！
造成土 土師器 薙

瓦 （29．7）
内 ：ナデ、ヘラケズ リ

夕†：ナデ

－5 ！／
造成土 土師器 薙

瓦 （32月）
内 ：ナデ、ヘラケズ リ

外 ：ナデ

－6 ！／
造成土 須恵器 薙

瓦
内 ：ナデ、車輪文

外 ：ナデ、タタキ

－7 ！！
造成土 須恵器 士不0「

袋物
6．2

内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ、回転へラ切 り、ナデ

－8 ！／
造成士 青磁 碗

（18．4）
内 ：施軸

外 ：施柚

柚薬に買入入る

内外面無文、口緑部端反

－9 ！！
造成土 青磁 碗 内 ：施軸

外 ：施柚

外面施文、口緑部端反

76－1 図版 35
暗渠排水 須恵器 坪

8．3
内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ、回転へ ラ

－2 ／／
暗渠排水 土師質土器 小皿

（7．0） 5．2 1．8
内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ

底部に静止糸切

77－1 ／！
排 土 土師器 璽0「甑

（32．0）
内 ：ナデ、へラケズ リ

外 ：ナデ、パケ目

－2 ／！
排土 須恵器 施

（10月）
内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ

外面に 1 条の沈線

－3 ！！
排土 須恵器 坪身

（10．0） 3．6
内 ：回転 ナデ

外 ：回転 ナデ、回転へラ切 り、ナデ

78－1 ！！ 出土地不明
須恵器 施

3．9
内 ：回転ナデ

外 ：回転ナデ、回転へラ

肩部下 に波状文及び穿孔

－2 ！／ 出土地不明
備前焼 措鉢 内 ：ナデ

外 ：調整不明

内面 に 1 単位 6 条以上の揺

目

－3 ／／ 出土地不明
瀬戸焼 卸皿 内 ：施粕 （灰柚）、露胎

外 ：施粕 （灰柚）、露胎

柚薬 に買入入 る
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12－4 図 版 19 S D O 6 土 師 器 土 製 支 脚
内 ：ヘ ラケ ズ リ 、外 ：ナ デ 、指 頭 圧 痕

17－6 図 版 2 4
S D O 3 土 師 器 土 製 支 脚

10．3
内 ：ヘ ラケ ズ リ 、夕†：ヘ ラ ミガ キ 、指 頭 圧 痕

穿 孔 は貫 通

－7 ／／
S D O 3 土 師 器 土 製 支 脚 外 ：へ ラミ ガ キ 、 パ ケ 目

穿 孔 は 貫 通 、 突 起 2 方 向

18－4 図 版 2 5
大 溝 0 1 土 師 器 土 製 支 脚 外 ：ヘ ラ ミ ガ キ

穿 孔

5 7－7 図 版 27
第 ④ － 1 層 土 師 器 土 製 支 脚 夕†：ヘ ラ ミ ガ キ

穿 孔

－8 ！！
第 ④ － 1 層 土 師 器 土 製 支 脚 外 ：ヘ ラ ミ ガ キ

底 部 繰 込

－9 ！！
第 （彰 一 1 層 土 師 器 土 製 支 脚 外 ：ヘ ラ ミ ガ キ

－10 ！！
第 ④ － 1 層 土 師 器 土 製 支 脚 外 ：へ ラ ミ ガ キ

穿 孔 は 貫 通

58 －8 ！！
第 （彰一 1 層 須 恵 器 土 製 円 盤

6．3 6 ．2 1 ．5
内 ：回 転 ナ デ 、 指 頭 圧 痕

外 ：回 転 ナ デ

59－15 図 版 28
第 ④ － 1 層 布 目瓦 丸 瓦 凹 面

凸 面

布 目

調 整 不 明

－16 ！！
第 ④ － 1 層 布 目瓦 平 瓦 凹 面

凸 面

布 目

縄 タ タ キ 、 端 角 に 押 圧 痕

－17 ／！
第 ④ － 1 層 土 師 器 土 鍾

3．6 1．5 1 ，5
外 ：ヘ ラ ミ ガ キ

－18 ！！
第 ④ － 1 層 土 師 器 羽 口 側 面 2 か 所 に 穿 孔

多 量 の 自 然 柚 付 着

－19 ！／
第④ － 1 層 石 砥 石

5．0 5 ，0 1．2
4 面以 上 を 砥 面 と して 使 用

－2 0 ！／
第④ － 1 層 石 石 錘

6．9 4 ．7 4 ．3
楕 円球 状

中程 で帯 状 に 浅 く 繰 込

60 －13 図版 2 9
第 ⑤ 層 土 師器 土 製 支 脚

（7．0）
内 ：ヘ ラ ケ ズ リ

－14 ！／
第 ⑤ 層 土 師 器 土製 支 脚

（1 1．1）
外 ：指 頭 圧 痕

－1 5 ／／
第 ⑤ 層 土 師 器 土 製 支 脚 内 ：ナ デ

外 ：ヘ ラ ミガ キ

－1 6 ／／
第 ⑤ 層 土 師 器 土 製 支 脚 外 ：ヘ ラ ミガ キ

穿 孔 は 貫 通

－17 ！！
第 ⑤ 層 土 師 器 土 製 支 脚 夕も：へ ラ ミガ キ

穿 孔 は 貫 通 、 突 起 2 方 向

6 4－2 図 版 3 1
第 ⑤ 層 布 目瓦 平 瓦 凹 面

凸 面

布 目

縄 タ タ キ

－3 ／！
第 ⑤ 層 布 目瓦 丸 瓦 凹 面

凸 面

布 目

調 整 不 明

－4 ！！
第 ⑤ 層 石 砥 石

6．9 3．7 2 ．6
1 面 を 砥 面 と して 使 用

－5 ！！
第 ⑤ 層 石 器 石 斧

16 ．4 13．4 2 ．9
打 製

6 5－9 ／！
第 ⑤ － 0 層 土 師 器 土 製 支 脚 外 ：ヘ ラ ミガ キ

底 部 上 底

－10 ！／
第 ⑤ － 0 層 土 師 器 土 製 支 脚 夕十：ヘ ラ ミガ キ

穿 孔 は 貫 通 、 底 部 繰 込

－1 1 ／／
第 （9 － 0 層 土 師 器 土 製 支 脚

（16 ．6 ）
内 ：ナ デ

外 ：ナ デ 、 指 頭 圧 痕

68－7 図 版 32
第 （9 － 2 層 石 砥 石

8．4 4 ．0 3 ．6
4 面 を 砥 面 と して 使 用

70 －4 図 版 33
北 側 排 水 路 土 師 器 土 製 支 脚

1 1．2 14 ．8
外 ：ヘ ラ ミ ガ キ 、 指 頭 圧 痕

穿 孔 あ り、 底 部 繰 込

72 －7 図版 34
東 側 排 水 路 石 砥 石

1 2．1 5 ．6 5．3
3 面 以 上 を 砥 面 と して 使 用
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調査風景
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SXO4遺物出土状況

調査区西側遺構完掘状況
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